
 

令和 2 年 3 月 19 日 

 

 

三重四水系 ダム管理連絡調整協議会 (第１回) 

 

次 第 

 
 

１． 議 事        

 

設立趣旨(案)の確認              資料－１ 

 

協議会規約(案)の確認             資料－２ 

 

三重四水系における既設ダムの洪水調節機能強化  資料―３ 

・既設ダムの洪水調節機能強化 

・三重四水系の既設ダムの現状 

・今後の検討事項 

 

気象予測精度向上の取り組みについて         資料－４        

 
  
 
 
 

※新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、文書照会（メールなど）により設立趣旨

(案)、規約（案）について確認を行い、構成機関の承認を得られた日をもって本協議

会の設立日とする。 



三重四水系ダム管理連絡調整協議会 

 

設立趣旨 

 

平成 30 年７月豪雨や令和元年台風第 19 号等においては、これまでに

ない記録的な豪雨により、全国各地で甚大な被害が発生した。 

それらを踏まえ、水害の激甚化、治水対策の緊要性、ダム整備の地理的

な制約等を勘案し、緊急時において既存ダムの有効貯水容量を洪水調節

に最大限活用できるよう、関係省庁の密接な連携の下、速やかに必要な措

置を講じることとし、既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本的な

方針として、「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針」が既存

ダムの洪水調節機能強化に向けた検討会議において令和元年 12 月 12 

日に定められたところである。 

鈴鹿川・雲出川・櫛田川・宮川水系としても、地域のさらなる安全・安

心の確保を図るべく、水系にある既存ダムの関係機関と河川管理者が連

携して、既存ダムの洪水調節機能を強化するため、「三重四水系ダム管理

連絡調整協議会」を設置するものである。 
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三重四水系ダム管理連絡調整協議会 規約 

 

（設置） 

第１条 「既設ダムの洪水調節機能強化に向けた基本方針（令和元年 12 月 12 日 既設ダムの洪

水調節機能強化に向けた検討会）」に基づき、「三重四水系ダム管理連絡調整協議会」（以

下「協議会」という。）を設置する。 

 

（目的） 

第２条 協議会は、近年の水害の激甚化等を踏まえ、ダムによる洪水調節機能の早期の強化に向

け、関係機関の緊密な連携の下、総合的な検討を行い、既存ダムの洪水調節機能強化に

ついて目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的かつ計画的に推進するための協議・

情報共有を行うことを目的とする。 

 

（協議会の実施事項） 

第３条 協議会において実施する事項は、次の各号に掲げる事項とする。 

1) 「既存ダムの洪水調節機能強化に向けた基本方針」に基づく「治水協定」締結に向けた合

意形成。 

2) 円滑な取り組みが実現するために各構成機関がそれぞれ又は連携して取り組む事項をま

とめた「治水協定」の作成と締結。 

3) 「治水協定」にもとづく対策の実施状況のフォローアップ。 

4) その他、ダム管理運用に関する課題の検討、大規模氾濫減災協議会との連携。 

5) その他協議会で必要と認めた事項。 

 

（協議会の対象水系） 

第４条 協議会で対象とする水系は、鈴鹿川、雲出川、櫛田川、宮川とする。 

 

（協議会の組織） 

第５条 協議会は、河川管理者と全てのダム管理者及び関係利水者（ダムに権利を有する者）の

うち、別表－１の機関にある者をもって組織する。 

２ 協議会の下に、実務担当者による幹事会を置く。 

３ 協議会は、第１項によるもののほか、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見 

を聞くことが出来る。 

 

（協議会） 

第６条 協議会の役職として、会長・副会長を置き、各役職については、別表－２に掲げる者を

もってこれにあてる。 

２ 会長は、各委員を代表し会務を総括する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。 
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（幹事会） 

第７条 幹事会の役職として、幹事長、副幹事長を置き、各役職については、別表－３の職務に

ある者を持って構成する。 

２ 幹事長は、協議会の運営に必要な情報交換・各種調整を行い、その結果について協議会

に報告する。 

３ 幹事会は、原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより、公開と見な 

す。 

 

（事務局） 

第８条 協議会の事務局は、三重河川国道事務所 調査課に置く。 

 

（会議の公開） 

第９条 協議会は、原則として公開とする。ただし、審議内容によっては、協議会に諮り、非公

開とすることができる。 

 

（協議会資料の公表） 

第１０条 協議会に提出された資料等については、速やかに公表するものとする。ただし、個人    

情報等で公開することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公表しな

いものとする。 

   ２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した委員の確認を得た後、

公表するものとする。 

 

（雑則） 

第１１条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項については、協議会で       

定めるものとする。 

 

（附則） 

第１２条 本規約は、令和２年３月２７日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



関係機関 構成機関
三重河川国道事務所

蓮ダム管理所
県土整備部　河川課

県土整備部　防災砂防課
農林水産部　農業基盤整備課

企業庁　水道事業課
企業庁　工業用水道事業課

津建設事務所(君ヶ野ダム管理室）
松阪建設事務所(宮川ダム管理室）

関係機関 役職
三重河川国道事務所 所長 会長

蓮ダム管理所 所長
県土整備部 河川課 課長

県土整備部 防災砂防課 課長 副会長
農林水産部　農業基盤整備課 課長

企業庁　水道事業課 課長
企業庁　工業用水道事業課 課長

津建設事務所 所長
松阪建設事務所 所長

所長

課長

事務局長

関係機関 役職
気象庁 津地方気象台 防災管理官

農林水産省 東海農政局　農村振興部設計課 設計課長

関係機関 役職
三重河川国道事務所 副所長 幹事長

蓮ダム管理所 専門官
県土整備部 河川課 河川計画班長

県土整備部 防災砂防課 ダム班長 副幹事長
農林水産部　農業基盤整備課 国営調整水利班長

企業庁　水道事業課 事業経営班長 　
企業庁　工業用水道事業課 事業経営班長

津建設事務所 君ヶ野ダム管理室長
松阪建設事務所 宮川ダム管理室長

中部支社 水管理・防災課長
三重用水管理所 所長代理

副長

事務局長

関係機関 役職
気象庁 津地方気象台 防災管理官

農林水産省 東海農政局　農村振興部設計課 水利計画官

三重用水土地改良区

鈴鹿川・雲出川・櫛田川・宮川

鈴鹿川

三重用水土地改良区 鈴鹿川

オブザーバー

鈴鹿川・雲出川・櫛田川・宮川
雲出川・宮川

中部電力株式会社
再生可能エネルギーカンパニー

三重水力センター　業務課

国

三重県

雲出川
宮川

三重県

鈴鹿川・雲出川・櫛田川

中部電力株式会社
再生可能エネルギーカンパニー

三重水力センター　業務課

オブザーバー
オブザーバー

別表－１　協議会 構成機関

別表－２　協議会 委員及び役員

水資源機構　三重用水管理所

委員

三重県

国

水資源機構（三重用水管理所）
中部電力株式会社

鈴鹿川
櫛田川・宮川

鈴鹿川・雲出川

対象水系

オブザーバー

櫛田川

国

別表－３　幹事会 幹事及び役員
幹事

水資源機構

三重用水土地改良区
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)

み
や

が
せ

宮
ヶ

瀬
ダ

ム
(関

東
地

方
整

備
局
)

お
く
の

奥
野

ダ
ム

(静
岡

県
)

※
自

然
調

節

ひ
ろ

せ

広
瀬

ダ
ム

(山
梨

県
)

ふ
か

し
ろ

深
城

ダ
ム

(山
梨

県
)

※
自

然
調

節
み

わ 美
和

ダ
ム

(中
部

地
方

整
備

局
)

み
は

る

三
春

ダ
ム

(東
北

地
方

整
備

局
)

お
お

か
わ

大
川

ダ
ム

(北
陸

地
方

整
備

局
)

に
し

あ
ら

か
わ

西
荒

川
ダ

ム
(栃

木
県
)

し
お

ば
ら

塩
原

ダ
ム

(栃
木

県
)

ひ
が

し
あ

ら
か

わ

東
荒

川
ダ

ム
(栃

木
県
)

※
自

然
調

節

て
ら

や
ま

寺
山

ダ
ム

(栃
木

県
)

ち
ゅ

う
ぜ

ん
じ

中
禅

寺
ダ

ム
(栃

木
県
)

じ
ょ

う
は

な

城
端

ダ
ム

(富
山

県
)

※
自

然
調

節

う
ち

む
ら

内
村

ダ
ム

(長
野

県
)

※
自

然
調

節

よ
じ

余
地

ダ
ム

(長
野

県
)

※
自

然
調

節

こ
や

古
谷

ダ
ム

(長
野

県
)

※
自

然
調

節

■
令

和
元

年
台

風
第

1
9
号

に
お

い
て

、
国

土
交

通
省

所
管

ダ
ム

で
は

、
1
4
6
ダ

ム
で

洪
水

調
節

を
実

施
。

■
こ

の
う

ち
、

3
4
ダ

ム
は

洪
水

調
節

容
量

の
６

割
以

上
を

使
用

。
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

に
移

行
し

た
ダ

ム
は

６
ダ

ム
。

う
る

し
ざ

わ

漆
沢

ダ
ム

(宮
城

県
)

4



令
和

元
年

台
風

第
１
９
号

に
お
け
る
事

前
の
水

位
低

下
状

況
（
事

前
放

流
・
予

備
放

流
）

■
令

和
元

年
台

風
第

1
9
号

に
お

い
て

、
国

土
交

通
省

所
管

ダ
ム

で
は

、
1
4
6
ダ

ム
で

洪
水

調
節

を
実

施
。

■
そ

の
う

ち
、

4
5
ダ

ム
で

事
前

の
水

位
の

低
下

を
実

施
。

洪
水

調
節

実
施

ダ
ム

位
置

図

さ
が

み
が

わ
し

ろ
や

ま

相
模

川
水

系
城

山
ダ

ム
（
神

奈
川

県
）

て
ん

り
ゅ

う
が

わ
み

わ

天
竜

川
水

系
美

和
ダ

ム
（
直

轄
）

さ
め

か
わ

た
か

し
ば

鮫
川

水
系

高
柴

ダ
ム

（
福

島
県

）

お
お

き
た

が
わ

み
ず

ぬ
ま

大
北

川
水

系
水

沼
ダ

ム
（
茨

城
県

）

く
じ

か
わ

り
ゅ

う
じ

ん

久
慈

川
水

系
竜

神
ダ

ム
（
茨

城
県

）

な
か

が
わ

し
お

ば
ら

那
珂

川
水

系
塩

原
ダ

ム
（
栃

木
県

）

【
凡

例
（
洪

水
調

節
及

び
事

前
の

水
位

低
下

）
】

洪
水

調
節

実
施

ダ
ム

（
1
4
6
ダ

ム
）

水
位

低
下

4
5
ダ

ム

う
ち

事
前

放
流

実
施

ダ
ム

（
2
7
ダ

ム
）

う
ち

事
前

放
流

＋
予

備
放

流
実

施
ダ

ム
（
6
ダ

ム
）

う
ち

予
備

放
流

実
施

ダ
ム

（
1
2
ダ

ム
）

【
凡

例
（
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

）
】

直

轄
管

理
ダ

ム
（
1
ダ

ム
）

道
府

県
管

理
ダ

ム
（
5
ダ

ム
）

ダ
ム

名
水

系
名

管
理

者
水

位
低

下
(m

)
水

位
低

下
措

置

美
和

ダ
ム

天
竜

川
中

部
地

方
整

備
局

0.
7

予
備

放
流

＋
事

前
放

流

高
柴

ダ
ム

鮫
川

福
島

県
2.

9
事

前
放

流

塩
原

ダ
ム

那
珂

川
栃

木
県

1.
8

予
備

放
流

水
沼

ダ
ム

大
北

川
茨

城
県

1.
6

予
備

放
流

竜
神

ダ
ム

久
慈

川
茨

城
県

-
－

城
山

ダ
ム

相
模

川
神

奈
川

県
5.

4
予

備
放

流
※

速
報

値

5



事
前

放
流

（
空

け
る

）

令
和

元
年

台
風

第
１
９
号

に
お
け
る
６
ダ
ム
の
事
前
の
水
位
低
下

予
備

放
流

分
＋

事
前

放
流

分

（発
電

）

平
常

時
最

高
貯

水
位

▽
（
81

5.
0m

）

実
際

の
低

下
水

位
差

：
0.

7m
実

際
の

低
下

水
位

差
：
2.

9m
実

際
の

低
下

水
位

差
：
1.

6m

実
際

の
低

下
水

位
差

：
1.

5m
実

際
の

低
下

水
位

差
：
－

実
際

の
低

下
水

位
差

：
5.

4m

最
低

水
位

平
常

時
最

高
貯

水
位

▽
（
52

.5
m

）

（水
道

用
水

、
工

業
用

水
）

平
常

時
最

高
貯

水
位

▽
（
28

0.
0m

）

最
低

水
位

▽
27

4.
2m

（水
道

用
水

、
工

業
用

水
）

平
常

時
最

高
貯

水
位

最
低

水
位

▽
14

6.
2m

最
低

水
位

（
水

道
用

水
、

工
業

用
水

、
発

電
）

（工
業

用
水

）

▽
49

.4
m

（
空

い
て

い
た

）
予

備
放

流
の

容
量

（
空

け
る

）

（
空

け
る

）

（
空

い
て

い
た

）
▽

(1
52

.5
m

)

（
下

が
っ

て
い

た
）

事
前

放
流

（
空

け
る

）

（
空

い
て

い
た

）

（
中

部
地

整
）

高
柴

ダ
ム

（
福

島
県

）
塩

原
ダ

ム
（
栃

木
県

）

水
沼

ダ
ム

（
茨

城
県

）

竜
神

ダ
ム

（
茨

城
県

）
城

山
ダ

ム
（
神

奈
川

県
）

洪 水 調 節 容 量
利 水 容 量

洪 水 調 節 容 量 利 水 容 量

洪 水 調 節 容 量

利 水 容 量

洪 水 調 節 容 量

利 水 容 量

洪 水 調 節 容 量 利 水 容 量

利 水 容 量

洪 水 調 節 容 量

△
52

.3
m

予
備

放
流

の
容

量

洪
水

前
に

確
保

し
た

容
量

（
事

前
放

流
分

）

洪
水

前
に

確
保

し
た

容
量

（
予

備
放

流
分

）
洪

水
前

に
確

保
し

た
容

量
（
予

備
放

流
分

）

予
備

放
流

水
位

▽
27

2.
2m

▽
11

3.
0m

▽
40

0.
1m

放
流

を
開

始
し

た
水

位

放
流

を
開

始
し

た
水

位

洪
水

吐
敷

高
▽

45
.7

m
最

低
水

位

洪
水

吐
敷

高
▽

利
水

放
流

管
敷

高
▽

38
8.

1m

洪
水

吐
敷

高
△

26
8.

0m

▽
10

4.
0m

洪
水

吐
敷

高
▽

（
95

.0
m

）
利

水
放

流
管

敷
高

△

放
流

を
開

始
し

た
水

位

洪
水

前
に

確
保

し
た

容
量

（
予

備
放

流
分

）

平
常

時
最

高
貯

水
位

▽
（
41

9.
0m

）

平
常

時
最

高
貯

水
位

（
空

い
て

い
た

）
▽

(1
20

.0
m

)

■
台

風
第

１
９

号
で

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
を

実
施

し
た

６
ダ

ム
の

う
ち

、
５

ダ
ム

で
事

前
に

水
位

を
下

げ
て

い
る

。

▽
80

3.
8m

予
備

放
流

水
位

予
備

放
流

の
容

量
(空

い
て

い
た
)

△
80

1.
1m

△
79

9.
5m

洪
水

吐
敷

高

▽
80

1.
8m

▽
（
79

6.
5m

）
利

水
放

流
管

敷
高

▽

本
数

値
は

、
速

報
値

で
あ

る
た

め
変

更
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

洪
水

前
に

確
保

し
た

容
量

美
和

ダ
ム

（
）

▽
27

5.
7m

  

利
水

放
流

管
敷

高
▽

26
8.

3m
▽

（
27

0.
0m

）

放
流

を
開

始
し

た
水

位

▽
（
44

.5
m

）

利
水

放
流

管
敷

高
▽

42
.4

m

▽
（
13

6.
0m

）

利
水

放
流

管
敷

高
▽

12
0.

5m
洪

水
吐

敷
高

△
13

5.
0m

予
備

放
流

水
位

▽
39

8.
5m

放
流

を
開

始
し

た
水

位

（か
ん

が
い

用
水

）

予
備

放
流

の
容

量
（
空

け
る

）
▽

11
7.

5m

予
備

放
流

水
位

▽
11

2.
1m 6



利
水

者
の
協

力
に
よ
る
事

前
放

流
の
実

施
事

例
（
草

木
ダ
ム
）

■
台

風
1
9
号

に
よ

る
大

規
模

な
出

水
に

対
し

事
前

放
流

を
実

施
し

、
洪

水
調

節
に

よ
り

約
2
,1
8
4
万
m
3
を

ダ
ム

に
貯

留
。

■
洪

水
調

節
容

量
は
2
0
0
0万

m
3
で

、
事

前
放

流
が

な
け

れ
ば

、
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

に
移

行
し

て
い

た
と

想
定

。

■
こ

の
場

合
、

ダ
ム

か
ら

の
放

流
量

が
増

加
し

、
約
11
0
0
m
3
/s

の
放

流
と

な
っ

て
い

た
と

想
定

。

①
洪

水
調

節
前

（
10

/1
2
9:
30

頃
）

（
予

備
放

流
実

施
後

）
EL
.4
27

.0
4m

②
洪

水
調

節
後

（
10

/1
3
8:
00

頃
）

EL
.4
46

.7
2
m

予
備

放
流

開
始

時

E
L
.4

43
.9

4m

事
前

放
流

予
備

放
流

事
前

放
流

約
1
5
00

万
m3

1
4
.1

7m
水

位
低

下

最
大

流
入

時
1
0
21

m3
/s

低
減

最
大

流
入

量

16
37
m3
/s

最
大

放
流

量
約

4
9
0m

3/
s低

減

約
11
00
m3
/s

約
61
0m
3/
s

➀
貯

水
位

EL
.4
55
.8
0m

➁
貯

水
位

EL
.4
53
.1
8m

洪
水

調
節

終
了

時
の

貯
水

位
：E
L.
44
5.
66
m

草
木

ダ
ム

洪
水

調
節

実
績

図
と

事
前

放
流

を
実

施
し

な
か

っ
た

場
合

（
想

定
）

・放
流

量
（➀

想
定

)、
貯

水
位

（➀
想

定
)は

、
事

前
放

流
無

し
で

本
則

操
作

を
継

続
し

た
場

合
（
洪

水
時

最
高

水
位

を
超

過
）

・放
流

量
（➁

想
定

)、
貯

水
位

（➁
想

定
)は

、
事

前
放

流
無

し
で

本
則

操
作

か
ら

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
を

行
っ

た
場

合

予
備

放
流

約
4
5
0万

m
3

3
.
34

m水
位

低
下

・
洪

水
調

節
後

は
、

非
洪

水
期

で
あ

る
こ

と
か

ら
徐

々
に

貯
水

位
を

回
復

さ
せ

、
10

/1
6に

EL
.4
53

.4
0m

程
度

ま
で

回
復

10
/1

2
18

:3
0(

情
報

提
供

)

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
4.

5h
前

10
/1

2
20

:0
0(

通
知

)

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
３

h前

10
/1

3
01

:0
0(

通
知

)

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
回

避
に

つ
い

て

洪
水

調
節

貯
留

量
約

2
1
84

万
m3

水
位

低
下

1
7
.
5
1
m

貯
水

位

EL
.4
26
.4
3m

20
:0

0
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

に

移
行

す
る

可
能

性
の

記
者

発
表

7



既
設

ダ
ム
に
お
け
る
洪

水
時

の
対

応
強

化
に
つ
い
て

■
激

甚
な

水
害

を
発

生
さ

せ
る

堤
防

決
壊

を
防

ぐ
た

め
の

洪
水

時
の

対
応

〇
地

域
に

よ
る

水
防

活
動

〇
全

て
の

既
設

ダ
ム

の
活

用
に

よ
り

洪
水

の
貯

留
を

増
や

す
こ

と
で

河
川

水
位

を
下

げ
る

■
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

貯
留

は
、

ダ
ム

下
流

の
全

川
に

わ
た

っ
て

水
位

を
低

下
さ

せ
、

堤
防

の
決

壊
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
の

に
加

え
、

内
水

被
害

や
支

川
へ

の
バ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
タ

ー
の

影
響

を
軽

減
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

堤
防

決
壊

堤
防

の
一

部
損

傷
堤

防
の

損
傷

な
し

激
甚

災
害

を
避

け
る

【
洪

水
時

の
対

応
で

期
待

す
る

こ
と

】

激
甚

災
害

に
つ

な
が

る
可

能
性

を
避

け
る

※
堤

防
決

壊
は

、
堤

防
材

料
（
土

な
ど

）
の

流
出

が
進

行
し

て
発

生
す

る
。

洪
水

時
の

河
川

水
位

を
少

し
で

も
低

く
す

る
こ

と
は

、
越

水
、

侵
食

、
漏

水
な

ど
に

よ
る

堤
防

材
料

の
流

出
を

抑
制

す
る

こ
と

と
な

る
。

8



既
設

ダ
ム
の
洪

水
調

節
強

化
に
向

け
た
基

本
方

針
(
R
1
.1
2
.1
2
)
【
抜

粋
】

□
全

国
の

既
設

ダ
ム

は
1
4
6
0
 箇

所
で

約
1
8
0
 億

m
3
の

有
効

貯
水

容
量

を
有

す
る

が
、

洪
水

調
節

の
た

め
の

貯
水

容
量

は
約

３
割

（
約

5
4
 億

m
3
）
に

と
ど

ま
る

。
□

緊
急

時
に

お
い

て
既

存
ダ

ム
の

有
効

貯
水

容
量

を
洪

水
調

節
に

最
大

限
活

用
で

き
る

よ
う

、
関

係
省

庁
の

密
接

な
連

携
の

下
、

速
や

か
に

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
。

□
全

て
の

既
存

ダ
ム

を
対

象
に

検
証

し
つ

つ
、

以
下

の
施

策
に

つ
い

て
早

急
に

検
討

を
行

い
、

国
管

理
の

一
級

水
系

に
つ

い
て

、
令

和
２

年
の

出
水

期
か

ら
新

た
な

運
用

を
開

始
、

二
級

水
系

も
順

次
実

行
。

【
実

施
内

容
：
各

水
系

毎
】

（
１

）
治

水
協

定
の

締
結

■
河

川
管

理
者

と
全

て
の

ダ
ム

管
理

者
及

び
関

係
利

水
者

（
ダ

ム
に

権
利

を
有

す
る

者
）
と

の
間

に
お

い
て

協
議

の
場

を
設

け
、

関
係

者
の

理
解

を
得

て
、

治
水

協
定

を
令

和
２

年
５

月
ま

で
に

締
結

。
■

洪
水

調
節

に
利

用
可

能
な

利
水

容
量

や
貯

水
位

運
用

等
に

つ
い

て
は

、
ダ

ム
構

造
、

ダ
ム

管
理

者
の

体
制

、
関

係
土

地
改

良
区

へ
の

影
響

等
の

水
利

用
の

状
況

等
を

考
慮

。

（
２

）
河

川
管

理
者

と
ダ

ム
管

理
者

と
の

間
の

情
報

網
の

整
備

■
治

水
協

定
に

基
づ

き
、

緊
急

時
対

応
に

必
要

と
な

る
各

ダ
ム

の
水

位
や

流
入

量
･放

流
量

な
ど

の
防

災
情

報
等

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
デ

ー
タ

を
河

川
管

理
者

で
あ

る
国

土
交

通
省

に
集

約
し

、
適

宜
関

係
者

間
で

共
有

し
て

、
新

た
な

操
作

規
程

が
実

効
的

に
運

用
で

き
る

よ
う

、
情

報
網

を
整

備
。

（
３

）
事

前
放

流
等

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
整

備
と

操
作

規
程

等
へ

の
反

映
■

国
土

交
通

省
に

お
い

て
、

事
前

放
流

の
実

施
に

あ
た

っ
て

の
基

本
的

事
項

を
定

め
る

事
前

放
流

等
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

、
令

和
２

年
４

月
ま

で
に

策
定

。
■

各
ダ

ム
の

状
況

等
に

応
じ

て
、

速
や

か
に

、
事

前
放

流
の

操
作

方
法

等
を

操
作

規
程

等
に

反
映

。
■

操
作

規
程

等
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

、
下

流
関

係
者

へ
の

事
前

説
明

を
実

施
。

（
４

）
工

程
表

の
作

成
■

既
存

ダ
ム

の
洪

水
調

節
へ

の
最

大
限

の
活

用
を

可
能

と
す

る
た

め
、

令
和

２
年

６
月

ま
で

に
、

ソ
フ

ト
対

策
及

び
ハ

ー
ド

対
策

を
有

効
に

組
み

合
わ

せ
た

工
程

表
を

作
成

し
、

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
。

（
５

）
予

測
精

度
向

上
等

に
向

け
た

技
術

・
シ

ス
テ

ム
開

発
■

ダ
ム

周
辺

の
気

象
予

測
と

配
信

さ
れ

る
降

雨
予

測
等

を
利

用
し

た
水

系
全

体
に

お
け

る
長

時
間

先
の

ダ
ム

流
入

量
及

び
下

流
河

川
の

水
位

状
況

等
の

予
測

の
精

度
向

上
等

に
向

け
て

、
技

術
・
シ

ス
テ

ム
開

発
の

開
発

等
を

進
め

る
。
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既
設

ダ
ム
の
洪

水
調

節
強

化
に
向

け
た
基

本
方

針
(
R
1
.1
2
.1
2
)
【
抜

粋
】

【
治

水
協

定
の

主
な

内
容

】
■

洪
水

調
節

機
能

強
化

の
基

本
方

針
・
水

害
発

生
が

予
想

さ
れ

る
際

に
お

け
る

洪
水

調
節

容
量

と
洪

水
調

節
に

利
用

可
能

な
利

水
容

量
（
洪

水
調

節
可

能
容

量
）

・
時

期
ご

と
の

貯
水

位
運

用
の

考
え

方
■

事
前

放
流

の
実

施
方

針
・
事

前
放

流
の

実
施

判
断

の
条

件
（
降

雨
量

等
）

・
事

前
放

流
の

量
（
水

位
低

下
量

）
の

考
え

方
■

緊
急

時
の

連
絡

体
制

・
河

川
管

理
者

、
ダ

ム
管

理
者

、
関

係
利

水
者

及
び

関
係

地
方

公
共

団
体

の
間

で
、

即
時

･直
接

に
連

絡
を

取
れ

る
体

制
の

構
築

■
情

報
共

有
の

あ
り

方
・
河

川
管

理
者

、
ダ

ム
管

理
者

、
関

係
利

水
者

及
び

関
係

地
方

公
共

団
体

の
間

で
、

共
有

す
る

情
報

（
降

雨
予

測
、

ダ
ム

の
水

位
･流

入
量

・
放

流
量

、
下

流
河

川
の

水
位

、
避

難
に

係
る

発
令

状
況

等
）
及

び
そ

の
共

有
方

法
■

事
前

放
流

等
に

よ
り

深
刻

な
水

不
足

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

の
措

置
が

あ
る

場
合

に
は

そ
の

内
容

（
水

系
内

で
の

弾
力

的
な

水
の

融
通

方
法

等
）

■
洪

水
調

節
機

能
の

強
化

の
た

め
の

施
設

改
良

が
必

要
な

場
合

の
対

応

【
事

前
放

流
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

主
な

内
容

】
■

基
準

等
の

設
定

方
法

・
事

前
放

流
の

開
始

基
準

・
事

前
放

流
に

よ
る

水
位

低
下

量
・
事

前
放

流
時

の
最

大
放

流
量

・
事

前
放

流
の

中
断

基
準

■
事

前
放

流
後

に
水

位
が

回
復

し
な

か
っ

た
場

合
の

対
応

■
適

切
に

事
前

放
流

操
作

を
行

う
た

め
の

ダ
ム

管
理

体
制

の
確

保
■

施
設

改
良

が
必

要
な

場
合

の
対

応
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三
重

四
水

系
（
鈴

鹿
川

・
雲

出
川

・
櫛

田
川

・
宮

川
）
の
既

設
ダ
ム

加
佐

登
調

整
池
(水

資
源

機
構
)

宮
川

ダ
ム
(三

重
県
)

蓮
ダ

ム
(中

部
地

整
)

君
ヶ

野
ダ

ム
（
三

重
県

）

1 2

三
瀬

谷
ダ

ム
（
中

部
電

力
)

不
動

谷
ダ

ム
(中

部
電

力
)



三
重

四
水

系
（
鈴

鹿
川

・
雲

出
川

・
櫛

田
川

・
宮

川
）
の
既

設
ダ
ム
の
概

要

■
三

重
四

水
系

の
既

存
ダ

ム
数

は
6ダ

ム
(多

目
的

：
3,

利
水

：
3)

、
総

有
効

貯
水

量
は

約
１

億
12
00

万
m
3

■
う

ち
洪

水
期

の
治

水
容

量
と

し
て

は
最

大
約
57
00

万
m
3で

、
総

有
効

貯
水

容
量

の
約
51

％
を

占
め

る
。

※
１

君
ヶ

野
ダ

ム
、

蓮
ダ

ム
、

宮
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

事
前

放
流

の
運

用
を

実
施

中
。

※
２

君
ヶ

野
ダ

ム
、

宮
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

洪
水

期
の

期
間

に
よ

り
治

水
容

量
と

利
水

容
量

の
容

量
配

分
が

変
わ

る
た

め
最

大
値

。
13

鈴
⿅
川

加
佐
登
調
整
池

（水
機
構
）

A
(か

ん
が
い
）
W
(上

水
)I
(工

水
)

30
0

0
30
0

0.
0%

10
0.
0%

雲
出
川

君
ヶ
野

ダ
ム

※
１

（三
重
県
）

F
(治

水
)N
(流

水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
)

W
(上

水
)I
(工

水
)

1,
97
0

1,
58
0※

2
84
0※

2
80
.2
%

42
.6
%

櫛
⽥
川

蓮
ダ
ム

※
１

（
中

部
地

整
）

F
(治

水
)N
(流

水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
)

W
(上

水
)P
(発

電
)

2,
94
0

1,
70
0

1,
24
0

57
.8
%

42
.2
%

宮
川

宮
川
ダ
ム

※
１

(三
重
県

）

F
(治

水
)N
(流

水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
)

P
(発

電
)

5,
65
0

2,
45
0※

2
5,
00
0※

2
43
.4
%

88
.5
%

宮
川

不
動

谷
ダ
ム

（
中

部
電

力
）

P
(発

電
)

4
0

4
0.
0%

10
0.
0%

宮
川

三
瀬

谷
ダ
ム

(中
部

電
力

）
P
(発

電
)

40
0

0
40
0

0.
0%

10
0.
0%

11
,2
64

5,
73
0

7,
78
4

50
.9
%

53
.1
%

治
⽔

容
量
率

【
最
⼤
値
】

利
⽔

容
量
率

【
最
⼤
値
】

目
的

四
⽔
系
計

有
効

貯
⽔
容
量

(万
m
3)

治
⽔
容
量

(万
m
3)

【
最
⼤
値
】

利
⽔
容
量

(万
m
3)

【
最
⼤
値
】

⽔
系

ダ
ム
名

(管
理
者

)

諸
元
：
(洪
⽔
期
)



凡
例

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
管

理
）
ダ

ム
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
建

設
）
ダ

ム
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
建

設
）
ダ

ム
（
再

）
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
水

機
構

管
理

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
水

機
構

建
設

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

管
理

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

建
設

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

建
設

）ダ
ム

（
再

）
[目

的
]

利
水

ダ
ム

[目
的

、
管

理
者

]

基
準

地
点

主
要

な
地

点

県
境

市
町

村
境

流
域

界

大
臣

管
理

区
間

ダ
ム

諸
元

ダ
ム

名
目

的
管

理
者

（
建

設
中

の
場

合
は

事
業

者
）

有
効

貯
水

容
量

〔
千
m

3 〕

洪
水

調
節

容
量

（
最

大
）

〔
千
m

3 〕
備

考

加
佐

登
A

W
I

水
資

源
機

構
3
,0

0
0

0

F
:治

水
N
:流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

A
:農

業
用

水
W
:水

道
用

水
I:
工

業
用

水
P
:発

電

加
佐

登
ダ

ム
［A

W
I、

水
資

源
機

構
］

鈴
鹿
川

水
系

に
お
け
る
ダ
ム
位
置
図

南 川 水 位 観 測 所

高 岡 水 位 観 測 所河 原 田 水 位 観 測 所

亀 山 水 位 観 測 所

川
崎

水
位

観
測

所

中
冨

田
水

位
観

測
所 ▽

4
6
.8

ｍ
常

時
満

水
位

利
水

容
量

3
0
0
万

ｍ
3

▽
3
2
ｍ

最
低

水
位

▽
4
8
.7

ｍ
設

計
洪

水
位

貯
水

池
容

量
配

分
図
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君
ケ

野
ダ

ム
［F

N
W

I、
三

重
県

］

凡
例

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
管

理
）
ダ

ム
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
建

設
）
ダ

ム
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
建

設
）
ダ

ム
（
再

）
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
水

機
構

管
理

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
水

機
構

建
設

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

管
理

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

建
設

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

建
設

）ダ
ム

（
再

）
[目

的
]

利
水

ダ
ム

[目
的

、
管

理
者

]

基
準

地
点

主
要

な
地

点

県
境

市
町

村
境

流
域

界

大
臣

管
理

区
間

ダ
ム

諸
元

ダ
ム

名
目

的
管

理
者

（
建

設
中

の
場

合
は

事
業

者
）

有
効

貯
水

容
量

〔
千
m

3 〕

洪
水

調
節

容
量

（
最

大
）

〔
千
m

3 〕
備

考

君
ケ

野
F
N

W
I

三
重

県
1
9
,7

0
0

1
5
,8

0
0

F
:治

水
N
:流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

A
:農

業
用

水
W
:水

道
用

水
I:
工

業
用

水
P
:発

電

雲
出
川

水
系

に
お
け
る
ダ
ム
位
置
図

大
仰

水
位

観
測

所 下 川 原 橋 水 位 観 測 所

島 田 橋 水 位 観 測 所

須 賀 瀬 橋 水 位 観 測 所

舞 出 水 位 観 測 所

雲 出 橋 水 位 観 測 所

入
田

橋
水

位
観

測
所

三 谷 橋 水 位 観 測 所

平
生

水
位

観
測

所

貯
水

池
容

量
配

分
図

（
洪

水
期

：6
/1

～
10
/3
1）

15

利
水

容
量

（
最

大
）

▽
1
3
7
.3

ｍ

▽
1
6
0
ｍ

洪
水

時
最

高
水

位

洪
水

調
節

容
量

（
最

大
）

1
,5

8
0万

ｍ
3 8
4
0
万

ｍ
3

▽
1
2
7
ｍ

常
時

満
水

位
▽

1
4
5
ｍ



蓮
ダ

ム
［F

N
W

P
]

凡
例

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
管

理
）
ダ

ム
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
建

設
）
ダ

ム
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
建

設
）
ダ

ム
（
再

）
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
水

機
構

管
理

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
水

機
構

建
設

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

管
理

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

建
設

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

建
設

）ダ
ム

（
再

）
[目

的
]

利
水

ダ
ム

[目
的

、
管

理
者

]

基
準

地
点

主
要

な
地

点

県
境

市
町

村
境

流
域

界

大
臣

管
理

区
間

ダ
ム

諸
元

ダ
ム

名
目

的
管

理
者

（
建

設
中

の
場

合
は

事
業

者
）

有
効

貯
水

容
量

〔
千
m

3 〕

洪
水

調
節

容
量

（
最

大
）

〔
千
m

3 〕
備

考

蓮
F
N

W
P

中
部

地
方

整
備

局
2
9
,4

0
0

1
7
,0

0
0

F
:治

水
N
:流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

A
:農

業
用

水
W
:水

道
用

水
I:
工

業
用

水
P
:発

電

櫛
田
川

水
系

に
お
け
る
ダ
ム
位
置
図

西
山

橋
水

位
観

測
所

両
郡

水
位

観
測

所

櫛
田

橋
水

位
観

測
所

櫛
田

頭
首

工
水

位
観

測
所

利
水

容
量

▽
2
9
9
ｍ

▽
3
1
7
ｍ

洪
水

時
最

高
水

位

洪
水

調
節

容
量

1
,7

0
0万

ｍ
3

1
,2

4
0万

ｍ
3

▽
2
7
6
ｍ

貯
水

池
容

量
配

分
図
(洪

水
期

：6
/1
6～

10
/3
1)
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三
瀬

谷
ダ

ム
［P

、
中

部
電

力
］

不
動

谷
ダ

ム
［P

、
中

部
電

力
］

宮
川

ダ
ム

［F
N

P、
三

重
県

］

岩 出 水 位 観 測 所

岡 本 水 位 観 測 所

勢 田 大 橋 水 位 観 測 所

防 潮 水 門 （ 内 ・ 外 ） 水 位 観 測 所

凡
例

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
管

理
）
ダ

ム
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
建

設
）
ダ

ム
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
直

轄
建

設
）
ダ

ム
（
再

）
[目

的
]

国
土

交
通

省
所

管
（
水

機
構

管
理

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
水

機
構

建
設

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

管
理

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

建
設

）ダ
ム

[目
的

]

国
土

交
通

省
所

管
（
道

府
県

建
設

）ダ
ム

（
再

）
[目

的
]

利
水

ダ
ム

[目
的

、
管

理
者

]

基
準

地
点

主
要

な
地

点

県
境

市
町

村
境

流
域

界

大
臣

管
理

区
間

ダ
ム

諸
元

ダ
ム

名
目

的
管

理
者

（
建

設
中

の
場

合
は

事
業

者
）

有
効

貯
水

容
量

〔
千
m

3 〕

洪
水

調
節

容
量

（
最

大
）

〔
千
m

3 〕
備

考

宮
川

F
N

P
三

重
県

5
6
,5

0
0

2
4
,5

0
0

不
動

谷
P

中
部

電
力

(株
)

4
0

0

三
瀬

谷
P

中
部

電
力

(株
)

4
,0

0
0

0

F
:治

水
N
:流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

A
:農

業
用

水
W
:水

道
用

水
I:
工

業
用

水
P
:発

電

宮
川
水

系
に
お
け
る
ダ
ム
位
置
図

宮 川 ダ ム

利
水

容
量

（
最

大
）

▽
2
7
0
ｍ▽

2
8
3
ｍ

洪
水

時
最

高
水

位

洪
水

調
節

容
量

（
最

大
）

2
,4

5
0万

ｍ
3

5
,0

0
0万

ｍ
3

▽
2
4
5
ｍ

死
水

容

貯
水

池
容

量
配

分
図

貯
水

池
容

量
配

分
図

貯
水

池
容

量
配

分
図
(洪

水
期

：6
/1

～
10
/3
1）
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▽
7
8
ｍ

▽
8
3
ｍ

常
時

満
水

位

利
水

容
量

4
0
0
万

ｍ
3

発
電

最
低

水
位

三 瀬 谷 ダ ム

利
水

容
量

4
万

ｍ
3

▽
7
7
9
ｍ

常
時

満
水

位

発
電

最
低

水
位

▽
7
7
5
ｍ

不 動 谷 ダ ム

常
時

満
水

位
▽

2
8
0
ｍ



【
事

前
放

流
等

の
事

例
】
櫛

田
川

蓮
ダ
ム
令

和
元

年
8
月

台
風

防
災

操
作

状
況

18



【
事
前

放
流

等
の
事

例
】
雲

出
川

君
ケ
野

ダ
ム
令

和
元

年
1
0
月

台
風

防
災

操
作

状
況

令
和

元
年

1
0
月

台
風

1
9
号

に
お

け
る

君
ケ

野
ダ

ム
の

防
災

操
作

状
況

君
ケ

野
ダ

ム
で

は
、

事
前

に
水

位
を

低
下

さ
せ

洪
水

調
節

に
備

え
ま

し
た

。

事
前

に
水

位
を

低
下

洪
水

貯
留

開
始

流
量

1
8
0
m

3
/
s

洪
水

調
節

貯
水

位

放
流

量

流
入

量

19



【
事

前
放

流
等

の
事

例
】
宮

川
宮

川
ダ
ム
平

成
3
0
年

9
月

台
風

防
災

操
作

状
況

平
成

3
0
年

9
月

台
風

2
4
号

に
お

け
る

宮
川

ダ
ム

の
防

災
操

作
状

況

宮
川

ダ
ム

で
は

、
事

前
に

水
位

を
低

下
さ

せ
洪

水
調

節
に

備
え

ま
し

た
。

事
前

に
水

位
を

低
下

洪
水

貯
留

開
始

流
量

6
0
0
m

3
/
s

洪
水

調
節貯

水
位

放
流

量

流
入

量

予
備

放
流

水
位

の
最

低
限

度
（
E
L
.2

7
0
.0

0m
）

20
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3
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今
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の
検
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21



今
後

の
検

討
事

項

２
）
R

2
出

水
期

ま
で

の
取

り
組

み
（
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）

■
治

水
協

定
の

締
結

。
■

事
前

放
流

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
事

前
放

流
の

操
作

方
法

の
検

討
。

■
操

作
規

定
・
実

施
要

領
等

の
変

更
手

続
。

■
情

報
網

構
築

・
整

備
に

向
け

た
調

整
。

■
Ｒ

２
出

水
期

に
向

け
た

取
り

組
み

実
施

。
（
事

前
放

流
実

施
演

習
等

）

１
）
治

水
協

定
の

締
結

に
向

け
た

取
り

組
み

■
既

存
6ダ

ム
を

対
象

と
し

た
洪

水
調

節
機

能
強

化
に

向
け

た
検

証
及

び
施

策
の

検
討

■
洪

水
調

節
機

能
強

化
の

基
本

方
針

・
水

害
発

生
が

予
想

さ
れ

る
際

に
お

け
る

洪
水

調
節

容
量

と
洪

水
調

節
に

利
用

可
能

な
利

水
容

量
・
時

期
ご

と
の

貯
水

位
運

用
の

考
え

方

■
事

前
放

流
の

実
施

方
針

・
事

前
放

流
の

実
施

判
断

・
中

止
の

条
件

（
基

準
と

な
る

降
雨

量
等

）
・
事

前
放

流
の

量
（
水

位
低

下
量

）
の

考
え

方

■
緊

急
時

の
連

絡
体

制
、

情
報

共
有

の
あ

り
方

等
に

つ
い

て

22



気
象
予
測
精
度
向
上
の
取
り組
み
に
つ
い
て

令
和

２
年

3月

三
重

四
水

系
 ダ

ム
管

理
連

絡
調

整
協

議
会

okamoto-y85aa
テキストボックス
資料－４



1

気
象
庁
本
庁
、全
国
の
気
象
台
等
で
は
、

24
時
間
体
制
で
、担
当
区
域
の
気
象

を
監
視
し、
観
測
・解
析
・予
測
の
資
料

を
用
い
、気
象
警
報
、天
気
予
報
等
を

発
表

防
災
気
象
情
報
が
発
表
さ
れ
る
ま
で

世
界
各
地
で

各
種
の
気
象
観
測

全
世
界
の
観
測

デ
ー
タ
を
取
り込
む

世
界
気
象
機
関
（
W
M
O
）
で
ル
ー
ル
を
決
め
、世
界
気

象
通
信
網
に
よ
り観
測
デ
ー
タ
の
国
際
交
換

衛
星
観
測

高
層
気
象
観
測 気
象

レ
ー
ダ
ー

地
上
気
象
観
測

ア
メ
ダ
ス
等

海
洋
気
象
観
測
、一
般
船
舶
等

外
国
の

気
象
機
関
等

ス
ー
パ
ー
コン
ピ
ュー
タ
で
、数
値
予
報
モ
デ
ル

に
よ
り解
析
・予
測

全
球
モ
デ
ル

特
別
警
報
・

警
報
・注
意
報

危
険
度
分
布

台
風
情
報

気
象
情
報

天
気
予
報
等

全
世
界
で
観
測
デ
ー
タ
を
交
換
、ス
ー
パ
ー
コン
ピ
ュー
タ
で
解
析
・予
測
、予
報
官
が
実
況
を
監
視
し警
報
等
を
発
表



2

最
近
の
気
象
予
測
の
改
善

集
中
豪
雨
の
予
測
技
術
の
向
上

夕
方
の
段
階
で
夜
間
の
警
報
級
の
大
雨
の
可
能
性
を
予
測

⇒
明
る
い
うち
の
早
め
の
警
報
等
の
防
災
気
象
情
報
の
発
表

台
風
強
度
予
報
の
強
化

台
風

周
辺

の
予

測

台
風

周
辺

の
降

水
や

風
な

どの
予

測
の

詳
細

化
、精

度
向

上

・従
来
３
日
先

延
長

台
風

接
近

時
の

防
災

行
動

計
画

（
ﾀｲ

ﾑﾗ
ｲﾝ

）
に

沿
った

早
め

の
防

災
対

応
を

支
援

・新 ５
日
先

○
複
数
の
予
測
結
果
を
用
い
た
大
雨
予
測
手
法
の
導
入

1つ
の

予
測
結
果

従
来

新

大
雨
の
可
能
性
を
早

い
段
階
で
予
測

複
数
の
予
測
を
計
算
、利
用

大
雨

大
雨

早
い
ﾀｲ
ﾐﾝ
ｸﾞ
で
豪
雨
の

可
能
性
を
予
測

夕
方

夜
間

○
詳
細
な
降
水
量
予
測
：
6時
間
先
⇒
15
時
間
先
ま
で
延
長

４
日

先
暴

風５
日

先
暴

風

○
台
風
強
度
（
中
心
気
圧
・最
大
風
速
等
）
の
予
報
期
間
の
延
長

H3
0.

6.
20

開
始

H3
1.

3.
14

開
始

・気
象

庁
で

は
、国

民
の

生
活

に
欠

か
せ

な
い

日
々

の
天

気
予

報
や

、台
風

・集
中

豪
雨

等
に

よ
る

気
象

災
害

の
軽

減
の

た
め

の
防

災
気

象
情

報
を

発
表

す
る

目
的

で
、ス
ー
パ
ー
コン
ピ
ュー
タ

を
運

用
し、

数
値

解
析

予
報

モ
デ

ル
を

用
い

た
気

象
予

測
を

行
って

い
る

。
・早

め
の

防
災

活
動

や
避

難
準

備
の

た
め

の
防

災
気

象
情

報
とし

て
、夜

間
の

大
雨

の
可

能
性

に
対

して
夕
方
の
段
階
で
の

予
測
情
報
の
提
供

や
、台

風
に

対
して
4～
5日
前
の
予
測
情
報
の
提
供

を
行

うこ
とを

目
指

し、
計
算
能
力
を
強
化
し
た

新
しい
ス
ー
パ
ー
コン
ピ
ュー
タ
を
運
用
開
始
（
H
30
.6
.5
）

R1
.6

.2
7

開
始



3

半
日
前
か
ら
線
状
降
水
帯
の
発
生
・
停
滞
を

予
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
直
結
し
う
る

短
時
間
で
の
大
雨
を
精
度
良
く
予
測

豪
雨
防
災

（
早
め
早
め
の
防
災
対
応
等
に
直
結
）

現 状
将 来

線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
の
予
測
精
度
向
上
の
イ
メ
ー
ジ

20
30
年
に
向
け
た
気
象
予
測
の
さ
らな
る
改
善

現
状

将
来

台
風
の
進
路
予
測
誤
差
を
大
幅
に
改
善

３
日
程
度
前
か
ら
雨
量
を
精
度
良
く
予
測

台
風
防
災

（
広
域
避
難
に
資
す
る
）

台
風
進
路
予
測
改
善
の
イ
メ
ー
ジ

社
会
的
に
影
響
の
大
き
い
顕
著
現
象
を

1
か
月
先
ま
で
精
度
良
く
予
測

高
分
解
能
の
確
率
予
測
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
の
イ
メ
ー
ジ

ਞ ആ℃ਞ ആ℃
ન ૨ન ૨

ৈৈ ଩଩

社
会
経
済
活
動
へ
の
貢
献

（
気
候
リ
ス
ク
低
減
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
）

2
0
2
0

2
0
3
0

台
風
防
災

大
規
模
災
害
に
備
え
た
広
域
避
難
・
対
応

に
資
す
る
数
日
先
予
測
の
高
精
度
化

•
全
球
モ
デ
ル
を
1
0
km
以
下
へ
高
解
像
度
化

•
観
測
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
更
な
る
利
用

•
A
I技
術
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
開
発

•
全
球
モ
デ
ル
の
高
解
像
度
化

•
デ
ー
タ
同
化
手
法
の
高
度
化

豪
雨
防
災

集
中
豪
雨
発
生
前
に
、
明
る
い
う
ち
か
ら

の
避
難
等
、
早
期
の
警
戒
・
避
難
を
実
現

•
局
地
モ
デ
ル
を
1
km
以
下
に
高
解
像
度
化

•
局
地
モ
デ
ル
に
お
け
る
観
測
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利
用

•
メ
ソ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
予
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

•
局
地
モ
デ
ル
の
精
度
向
上

社
会
経
済

活
動
へ
の

貢
献

生
産
・
流
通
計
画
の
最
適
化
等
に
資
す
る

高
精
度
な
気
象
・
気
候
予
測
を
実
現

•
地
球
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
の
開
発

•
大
気
・
海
洋
結
合
モ
デ
ル
、
海
況
モ
デ
ル
、
化
学
輸

送
モ
デ
ル
の
高
解
像
度
化

温
暖
化

へ
の

適
応
策

「
わ
が
町
」
の
地
球
温
暖
化
予
測
に
よ
り
、

国
や
自
治
体
等
の
適
応
策
策
定
に
貢
献

•
地
域
気
候
モ
デ
ル
の
さ
ら
な
る
高
度
化

•
新
し
い
温
暖
化
予
測
地
球
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
の
開
発

•
高
解
像
度
地
域
気
候
モ
デ
ル
の
開
発

2
0
2
5
頃

※
交

通
政

策
審

議
会

気
象

分
科

会
提

言
（

20
18

年
8月

20
日

）
より




